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直
す
こ
と
は
、
地
球
環
境
を
守
る
こ

と
に
も
な
る
」
と
鹿
内
社
長
。
同
社

で
は
玄
米
の
新
種
開
発
の
研
究
も
手

掛
け
る
な
ど
、
一
民
間
企
業
の
枠
を

超
え
た
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

温
室
効
果
の
高
い
メ
タ
ン
ガ
ス
は
、

米
国
の
排
出
量
の
約
25
％
が
牛
の
ゲ

ッ
プ
と
い
わ
れ
、
牛
肉
消
費
の
削
減

は
地
球
温
暖
化
予
防
に
直
結
す
る
と

い
わ
れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
に
使
わ
れ
る
パ
ー
ム
油
生
産
の
た

め
に
熱
帯
雨
林
を
伐
採
し
て
い
る
な

ど
、
食
に
よ
る
地
球
環
境
へ
の
深
刻

な
影
響
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

鹿
内
社
長
は
「
わ
れ
わ
れ
の
理
念

で
あ
る
食
事
道
に
よ
り
、
国
民
の
健

康
寿
命
を
延
ば
し
、
日
本
に
活
力
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
50
年
、

１
０
０
年
後
の
未
来
に
き
れ
い
な
地

球
を
残
す
た
め
に
も
普
及
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
語
る
。

食事道による玄米・自然食の
普及で地球環境の未来に貢献

　

玄
米
発
酵
食
品
「
ハ
イ
・
ゲ
ン
キ
」

シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
北
海
道
発
の
健

康
補
助
食
品
を
製
造
・
販
売
す
る

「
玄
米
酵
素
」。
創
業
50
周
年
を
機
に

「
玄
米
酵
素
人
ビ
ジ
ョ
ン
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

50
」
を
提
唱
し
医
療
・
食
・
教
育
・

農
業
・
自
然
の
各
分
野
か
ら
、
健
康

で
幸
せ
な
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献
を

目
指
し
て
い
る
。

　

同
社
を
象
徴
す
る
最
も
特
徴
的
な

活
動
の
１
つ
が
自
然
食
を
中
心
と
し

た
「
食
事
道
」
の
提
唱
だ
。
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こ
れ
は
、
日
本

に
古
く
か
ら
伝
わ

る
「
食
の
三
原
則
」

を
基
本
と
す
る
考

え
方
で
①
日
本
人

に
適
し
た
米
や
野

菜
中
心
の
伝
統
食

を
心
が
け
る
「
適

応
食
」
②
住
む
土

地
で
採
れ
た
旬
の

も
の
を
食
べ
る

「
身
土
不
二
」
③

食
物
全
体
を
丸
ご

と
食
す
「
一
物
全

当別町中小屋
の製造工場

鹿
内
正
孝
社
長

当
別
町
や
新
篠
津

村
の
契
約
農
家
で

原
料
米
が
生
産
さ

れ
て
い
る

愛食者を増やすことは健康な人を増や
し、それ自体がSDGsへの貢献となる

よ
る
C
O
2

を
削
減
し

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ

の
抑
制
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

「
稲
作
に
限
ら
ず
、
欧

米
化
し
た
食
文
化
を
見

の
農
家
と
契
約
し
、
原
料

と
な
る
玄
米
を
生
産
す
る

な
ど
地
域
の
農
産
業
に
寄

与
す
る
一
方
、
隣
接
す
る

当
別
工
場
で
製
品
を
製
造

す
る
こ
と
で
食
品
輸
送
に

体
食
」
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

鹿
内
正
孝
社
長
は
「
食
と
環
境
問

題
は
密
接
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
日

本
の
食
文
化
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、

食
生
活
を
見
直
す
食
事
道
の
実
践
は
、

人
々
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
貢
献
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　

１
つ
の
具
体
例
が
、
稲
作
の
維
持
。

日
本
で
は
食
の
欧
米
化
に
よ
り
米
離

れ
が
急
速
に
進
み
、
地
域
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
が
衰
退
。
田
ん
ぼ
の

減
少
は
流
域
の
貯
水
機
能
の
低
下
を

招
い
て
生
態
系
の
破
壊
や
洪
水
の
原

因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
当
別
町
や
新
篠
津
村


